






















る目的でその附近に次の如ぎ採集合を設けた. 卸ち土佐積せる柘藁を 3~所〈仮名を A， B， C 
とす'.:，)選び， A台は稲葉v;，存在場所より 3m，B C台政10m隔てて(とれは中聞に川が存在
する)北側及び北東側に採集合を置いた採集台は地上3尺の高さに縦横35x50こmの水平合
を設け， ζれよりー尺の高さに降雨の直接触れるのを防ぐため屋根を設げた.とσ7採集合には








法としては小麦穂の成熟期に伝染源の位置を中心に東西南北の方滴]を選び1rn， 3 rn， 5 rn，隔
たった処の小麦穂の各30穂宛に就いて，小型ピンセットを以てiI、支粒を取出し赤徴病の感染の
ヌド研号~I~農林省蚤前書式験研究費によった.記して議志;者表する・
























































平均 天然A B C 
??
???
????? o • 13.9 
o iI 14.3 
0 晴 16.5

























































































16 。“ 1 “ 。 1.7 。。。 。快晴 19.7 76 
17 4 7 4 5 3 11 。~ 5.3 曇 22.5 57 
18 9 6 4 6.3 “ 。 4 。 2 • 11 23.7 66 
19 3 5 3 3.7 3 “ り 2 " 22.0 94 4.1 
20 41 25 33 33 12 4 48 ~l 3 南 21.3 97 11.6 
21 。“ 3 。].7 。。“ 。0.7 豊主 24.5 95 
・22 1 15 4 6.7 。 4 5 3 fI 20.8 88 11.0 
23 17 17 18 17.3 12 ]9 10 13.7 fI 2~ . O 89 
24 4 7 日 目.7 。 d 。 。0.7 瞬 21.1 81 
25 6 6 3 5 。R 。1.7 快晴 18;3 b2 
26 1 4 4 3 1 1 6/) 19 曇 16.8 67 16.3 
27 3 7 5 。 6 3 雨 16.2 99 13.3 
28 4 4 6 4.7 3 。16 6.3 • 19.0 91 29 。 1 1 0.7 。 2 1 快晴 22.0 76 
30 。 1 0.5 1 。0.5 晴 24.0 88 






























接種原より 1m ~m 5m 
採種期融方向 t自慢拠点炉開 1 実rm病;酬，1 ~.;糊.病 1 醐
小積書w、穏散 歩合 小 i敏 小君臨書t: .歩合 小穣敏 小柄車紋 歩合
十 J;ft"633z120 ・22.'‘附 加‘ 172J747 伺 8言
-: I JI:( 493 76 16.4 509 30 6.9 561 23 4.1 
E 南 521 110 21・1 471 23 4.9 521 38 7.3 
十酉 609 103 20，2 4卯 28 5.7 54:2 40 7.4 
日平均 19.9 8.6 7.0 
北 506 85 16.8 495 47 9.5 4伺 36 7.3 
士JI( 502 95 18.9 504 56 11.1 499 70 14.0 
丹南 471 10 9.1 481 1 0.2 495 9 1.8 
百酉 475 11 !l.3 475 3 0.6 469 15 3.2 
手均 10.3 5.5 6.7 
;fh 488 57' 11.6 489 46 9.4 482 28 5.8 
古来 501 58 11.6 493 47 9.5 5的 38 7.6 
月南 4側) 43 8.8 523 42 8.0 499 31 6.2 
古西側 14 2.8 492 5 1.0 463 7 1.5 




品 種 尚徳始 開花始 開花節 品 種 出穂始 開花始 開花鮪
! j‘ 鐙争事 4 -9， 指Y1R1~~ ¥6': 7 5月.11岡 新 中 長 4R.24 H 8且・4 E
農林紛争 4.24 5. 6 O. 8 畠同小麦 4.24 5. 4 5， 8 
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